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l 特に気をつけたい妊娠中のオ ー ラルケア ］ 
人生には幼少期、壮年期、高齢期などオ ー ラルケアに特に注意が必要な時期やタイミングがあります。その 一つが「妊娠中」

です。妊娠中は体調が優れず、オ ー ラルケアがおろそかになりがちです。その結果、むし歯や歯周病が進行しやすくなってしま
います。ここでは、なぜ妊娠中に注意が必要なのか、また負担の少ないお手入れの方法について紹介いたします。

〔妊娠中に起こりやすいお口の変化
、
|ノ （つわりがあるときの歯みがきのポイント

、

Iノ

●歯肉に腫れや出血がある
●冷たいもの、熱いもので歯がしみる
●歯や歯肉に痛みがある
●睡液がネバネバする感じがする
●気分が悪くて、しっかり歯みがきができない

つわりのある時の歯みがきはつらいものですが、次の
1夫をしながら磨きましょう。

●体調の良いときに磨く
●体調の悪いときはブクブクうがいを十分に行う
●歯ブラシはヘッドが小さめのものを選ぶ
●歯を磨くときは歯ブラシを小さく動かす
●顔を下に向けて磨く
●においの強い歯磨剤を大量に使わない
●テレビを見ながら、音楽を聴きながら、

お風呂にはいりながらなど「ながらみがきJを行う
●問食は砂糖不使用のものを選ぶ

（なぜ妊娠中にトラブルが起こるの？
、
|ノ 私はむし歯が多いのですが、

赤ちゃんもむし歯になりやすいですか？
妊娠により女性ホルモンが急激に増加することで、プレボ

テラ ・ インターメディアという歯周病原性細菌が増殖し歯周
病が進行しやすくなるといわれています。また血管の透過性

こう ＜う

が高まり、睡液の粘性が高まり、口腔の自浄作用が低下す
ることで歯肉の炎症や出間が起こりやすくなります。奸娠中
に起こる歯肉の炎症のことを「奸娠性歯肉炎」といいます。

さらに「つわり」による食べ物の好みの変化や食事回数の
増加、気持ち悪さからくる歯みがきの不足などから、口腔環
境が悪化してむし歯や歯周病のリスクが高くなります。

歯並びや歯の質、睡液の性質など、むし歯のなりやすさ
に関係する遺伝的なものもあります。しかし、それよりも、
赤ちゃんが育つ環境に左右されることが多くあります。生ま
れてからの家庭での食事や飲み物の与え方、歯みがきなど
の生活習慣が赤ちゃんのむし歯をつくります。むし歯菌はお

でん ば

母さんから赤ちゃんに伝播することが多いので、奸娠中に
食生活の習慣の見直しを行いましょう。また奸娠中の歯周
病も胎児への影響が報告されています。安定期に歯科にて

□6歯科街生だよりv口L.64






